
特別展示

№ 指定作品名・作者 伝来・所用者・寄贈者 時代 所蔵者 期間

一　信長と家康
1 三河物語　大久保彦左衛門著　　三巻四冊の内 江戸 17C 蓬左文庫

2 松平清康画像 模本　(原本 岡崎市・随念寺蔵)　桜井清香筆

参考 室町 天文13年(1544)

3 室町 天文18年(1549)

4 桶狭間合戦之図 江戸 18-19C 蓬左文庫

5 松平元康(家康)所領安堵状　松又(松平又八郎伊忠)宛 深溝松平家伝来 室町 永禄6年(1563)

参考 室町 永禄11年(1568)

7 江州姉川陣図(姉川古戦場図) 江戸 18-19C 蓬左文庫

8

9 織田信長朱印状　延友佐渡守宛 室町 元亀3年(1572) 個人蔵

10 徳川家康三方ヶ原戦役画像 江戸 17C *

11 徳川家康三方ヶ原戦役画像 模本　桜井清香筆 **

12 室町 元亀3年(1572)

13 室町 元亀3年(1572)

14 桃山 天正2年(1574)

15 桃山 天正2年(1574) 　

16 長篠合戦図屏風　　六曲一隻 江戸 18C 　

17 安土記(｢信長公記｣写本)　太田牛一著　　十五冊の内 江戸 17-18C 蓬左文庫

18 桃山 天正10年(1582) 　

19 桃山 天正10年(1582) 　

20 ⦿ 太刀　銘 長光　名物 津田遠江長光 織田信長・明智光秀所持 鎌倉 13C 　

徳川家宣(6代将軍)下賜･

徳川吉通(尾張家4代)拝領

二　秀吉と家康
21 徳川家康朱印状　小池筑前守(信胤)宛 桃山 天正10年(1582)

22 徳川家康朱印状　小池筑前守(信胤)宛 桃山 天正10年(1582)

23 徳川家康書状　奥平九八郎(信昌)・鈴木喜三郎(重次)宛 桃山 天正10年(1582)

24 徳川家康自筆書状　祢津松鷂軒(政直)宛 桃山 天正11年(1583)

織田信雄・豊臣秀吉･秀頼・徳

川家康(駿府御分物)所持

徳川慶勝(尾張家14代)･

徳川茂徳(同15代)所持

26 徳川家康書状 桃山 天正12年(1584)  

27 長久手合戦図屏風　　六曲一隻 江戸 18C  

28 徳川家康長久手戦陣中画像　狩野安信筆 江戸 17C  

29 徳川家康書状　平岩七之助(親吉)･鳥居彦門尉(元忠)宛 桃山 天正12年(1584)

桃山 天正12年･慶長5年

(1584･1600)

31 豊臣秀吉画像 模本　(原本 宇和島伊達文化保存会蔵)　森田青華筆

足利将軍家･豊臣秀吉･ 　

徳川家康(駿府御分物)所持 　

33 羽柴秀吉朱印状　水野宗兵衛入道(忠重)宛 　

34 ◎ 刀　銘　本作長義・・・(以下58字略) 北条氏直・長尾顕長所持 南北朝 14C

35 徳川家康書状　松平又八郎(家忠)宛 深溝松平家伝来 桃山 天正18年(1590)

36 桃山 天正19年(1591)

37 徳川家康書状　会津少将(蒲生氏郷)宛 桃山 天正19年(1591)

38 江戸御城并総構町割図 江戸 17C 蓬左文庫

39 徳川家康伏見城普請中法度 深溝松平家伝来 桃山 文禄3年(1594)

40 徳川家康自筆書状  阿部新四郎(重吉)･木村宛 旗本阿部家伝来 桃山-江戸 16-17C

第一部　家康の生涯

昭和11年(1936) 原本：室町-桃山 16C

土岐頼充書状　織田大和守(達勝)宛　(｢芳墨拾遺｣八ノ巻所収)

原本：桃山 天正11年(1583)

武田信玄朱印状　越陣(朝倉義景)宛　(｢芳墨拾遺｣八ノ巻所収)

原本：桃山 文禄4年(1595)

武田勝頼領知判物  飯尾弥四右衛門尉(助友)宛　(｢芳墨拾遺｣八ノ巻所収)

足利義昭書状　水野八郎次郎宛　(｢芳墨拾遺｣八ノ巻所収)

武田信玄書状　武井夕庵宛　(｢芳墨拾遺｣八ノ巻所収)

今川義元書状　幡鎌平四郎宛　(｢芳墨拾遺｣八ノ巻所収)

昭和11年(1936)
織田信長画像 模本　(原本 豊田市・長興寺蔵)　桜井清香筆6

昭和13年(1938) 原本：江戸 17C

室町 元亀元年(1570)

桃山 天正14年(1586)

織田信長黒印状　河尻与兵衛(秀隆)宛　(｢芳墨拾遺｣五ノ巻所収)

織田信長黒印状　河尻与兵衛(秀隆)宛　(｢芳墨拾遺｣五ノ巻所収)

上杉謙信書状　酒井左衛門尉(忠次)宛　(｢芳墨拾遺｣八ノ巻所収)

石田三成書状　斎左兵(斎村左兵衛政広)宛

武田信玄書状　朝倉左衛門督(義景)宛　(｢芳墨拾遺｣八ノ巻所収)

参考 蠟色塗脇指拵 (名物 鯰尾藤四郎 附属) 江戸 19C

個人蔵 ☆徳川家康書状巻　横井時泰宛　　一巻六通の内30

参考 蠟色塗刀拵 (名物 津田遠江長光 附属) 江戸 18C

鎌倉 13C脇指　銘 吉光　名物 鯰尾藤四郎25

江戸 寛文5年(1665)式御成之次第(文禄四年豊臣秀吉徳川邸御成記録) 松波重隆記･朝岡国豊写41

32 短刀　銘 宗近　名物 海老名小鍛冶 平安 12C

昭和18年(1943) 原本：桃山 慶長4年(1599)

              　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　 　   主催：徳川美術館・名古屋市蓬左文庫・中日新聞社

　　　　　　　　　　　　  没後400年　徳 川 家 康
    　　　　　　　　　　　　　         -  天 下 人 の 遺 産  -

  2015年8月1日(土)～9月13日(日) 

A:8月1日～8月25日  B:8月26日～9月13日  
 *印の作品は、8月１日～8月30日、**印の作品は9月1日～9月13日。6日～9月13日 

☆印の作品は、前期・後期で場面替もしくは作品替 

・⦿は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品です。 

・都合により出品作品が変更になることがあります。 

・目録の順番は陳列の順番と必ずしも一致しません。 

・所蔵者が空欄の作品は徳川美術館の所蔵品です。 

The Legacy of Tokugawa Ieyasu - The Supreme Leader of the Nation - 



№ 指定作品名・作者 伝来・所用者・寄贈者 時代 所蔵者 期間

丸毛長照･

徳川家康(駿府御分物)所持

池田輝政・

徳川家康(駿府御分物)所持

加藤清正･

徳川家康(駿府御分物)所持

蜂須賀家政(蓬庵)･

徳川家康(駿府御分物)所持

三　天下人・家康
47 徳川家康画像(東照大権現像)　徳川義直(尾張家初代)筆･同賛 江戸 17C 　 　

48 ◎ 脇指　無銘 貞宗　名物 物吉貞宗 徳川家康･徳川義直所持 南北朝 14C

参考 蠟色塗合口拵 (名物 物吉貞宗 附属) 徳川家康･徳川義直所持 江戸 17C

49 徳川家康書状　堀丹後守(直寄)宛 徳川義宣氏寄贈 桃山 慶長5年(1600)

50 徳川家康書状　堀丹後守(直寄)宛 徳川義宣氏寄贈 桃山 慶長5年(1600)

51 関ヶ原合戦図屏風　　二曲二双の内 田安徳川家伝来 江戸 19C ☆

52 関ヶ原合戦絵巻　　四巻の内 第三巻 田安徳川家伝来 江戸 19C ☆

53 ○ 太刀　銘 国俊　名物 鳥養国俊 石田三成・徳川家康所持 鎌倉 13C

大谷吉継・

徳川家康(駿府御分物)所持

55 徳川家康十六神将図 江戸 18C 　

56 堀秀治書状　堀太郎左衛門尉(秀重)宛 江戸 慶長8年(1603)

57 徳川家康書状　将くん(秀忠)宛 江戸 慶長12年(1607)

58 徳川秀忠尾張領知状  徳川右兵衛督(義直)宛 江戸 慶長13年(1608)

59 徳川家康自筆 伊勢国年貢皆済状　篠山(資友)宛 江戸 慶長16年(1611)

豊臣秀吉･豊臣秀頼･

徳川家康(駿府御分物)所持

61 大坂夏の陣図 模本 江戸 弘化3年(1846)

62 板倉勝重書状　江戸幕閣宛 江戸 慶長20年(1615)

63 徳川家光自筆書状 酒井雅楽頭(忠世)宛 徳川義宣氏寄贈 江戸 元和2年(1616)

64 神号｢東照大権現｣　天海筆 江戸 17C

65 日光山之図 江戸 18C

66 後水尾院東照宮三十三回忌奉納歌 江戸 慶安元年(1648)

一　駿府御分物
67 徳川家康画像(東照大権現像)　伝狩野探幽筆 江戸 17C 　 　

68 駿府御分物御道具帳　　十一冊 江戸 元和2-4年(1616-18)

69 久能御蔵金銀請取帳 江戸 元和2年(1616)

70 金銀子之覚　徳川義直筆 江戸 元和2年(1616)

71 花色日の丸威胴丸具足 徳川家康(駿府御分物)着用 桃山-江戸 16-17C

72 紅･白･花色･紺段威具足 徳川家康近侍着用(駿府御分物) 桃山-江戸 16-17C

参考 溜塗笈形鎧櫃 (紅･白･花色･紺段威具足 附属) 徳川家康近侍所用 桃山-江戸 16-17C

73 馬氈(鞍褥) 徳川家康(駿府御分物)所用 桃山-江戸 16-17C

参考 白･浅葱･嘉珍引両陣幕　　二張の内 徳川光友(尾張家2代)所用 江戸 17C

74 ⦿ 太刀　銘 来孫太郎作(花押)  正応五年壬辰八月十三日 徳川家康(駿府御分物)所持 鎌倉 正応5年(1292)

75 太刀　銘 藤島 徳川家康(駿府御分物)所持 南北朝 14C

76 ○ 刀　無銘 兼永 徳川家康(駿府御分物)所持 平安 12C

77 ○ 刀　無銘 正恒 徳川家康(駿府御分物)所持 鎌倉 13Ｃ

78 刀　銘 広助 徳川家康(駿府御分物)所持 室町 16C

79 ○ 刀　銘 以南蛮鉄於武州江戸越前康継  慶長十九年八月吉日 徳川家康(駿府御分物)所持 江戸 慶長19年(1614)

80 ⦿ 短刀　無銘 正宗　名物 庖丁正宗 徳川家康(駿府御分物)所持 鎌倉 14Ｃ

十河十左衛門･豊臣秀頼・

徳川家康(駿府御分物)所持

豊臣秀頼・

徳川家康(駿府御分物)所持

83 ◎ 花鳥七宝繋文密陀絵沈金御供飯 徳川家康(駿府御分物)所用 琉球 16-17C

84 山水楼閣人物図密陀絵箔絵箱 徳川家康(駿府御分物)所用 琉球 16-17C Ａ

参考 淳化閣法帖　　十冊 中国･明 16-17C Ａ

85 山水楼閣人物図密陀絵箔絵料紙箱 徳川家康(駿府御分物)所用 琉球 16-17C Ｂ

古田織部･

徳川家康(駿府御分物)所用

伝古田織部･

徳川家康(駿府御分物)所用

北向道陳･細川幽斎･

徳川家康(駿府御分物)所用

89 一休宗純墨蹟 ｢初祖菩提達磨大師｣ 徳川家康(駿府御分物)所用 室町 15C Ａ

原本：桃山 文禄4年(1595)

鎌倉 13C

鎌倉 13C

45

46

短刀　銘 吉光　名物 庖丁藤四郎○54

鎌倉 13C

南北朝 14C短刀　無銘 則重

太刀　銘 光忠 守家造

短刀　無銘 正宗　名物 若江十河正宗81

82

第二部　家康の遺産

江戸 18-19C
42

太刀　無銘 一文字

43 太刀　銘 備前国長船住守家　名物 兵庫守家

豊臣氏大老連署御掟追加写

鎌倉 13C

鎌倉 13C○

◎

44

短刀　銘 相州住正宗 嘉暦三年八月日　名物 大坂長銘正宗 鎌倉 嘉暦3年(1328)

鎌倉 14C

60 ◎ 刀  無銘 一文字　名物 南泉一文字

86 中国･南宋 13Ｃ

中国･明 16C

中国･南宋 宝祐2年(1254)88 ◎

87

高麗紫石硯　　名物

建安瓦硯

虚堂智愚墨蹟 ｢与徳惟禅者偈｣　　名物 Ｂ



№ 指定作品名・作者 伝来・所用者・寄贈者 時代 所蔵者 期間

伝豊臣秀吉・ 　

徳川家康(駿府御分物)所用 　

豊臣秀吉･石川貞清･

徳川家康(駿府御分物)所用

荒木村重･千利休･ 　

徳川家康(駿府御分物)所用 　

鳥居引拙･豊臣秀吉･古田織部

･徳川家康(駿府御分物)所用

94 青磁壺形水指 徳川家康(駿府御分物)所用 中国･明 16-17C

95 辰砂　　三百九拾匁 徳川家康(駿府御分物)所用

織田信長･豊臣秀吉･

徳川家康(駿府御分物)所用

97 唐物茶壺　銘 安国寺　　名物 徳川家康(駿府御分物)所用 中国･元-明 14-15C

98 ◎ 紺地葵紋散槍梅文辻ケ花染小袖 徳川家康(駿府御分物)着用 桃山-江戸 16-17C Ａ

99 ◎ 浅葱地葵紋散辻ケ花染小袖 徳川家康(駿府御分物)着用 桃山-江戸 16-17C Ｂ

100 ◎ 淡浅葱地葵紋付扇地紙文辻ヶ花染小袖 徳川家康(駿府御分物)着用 桃山-江戸 16-17C Ａ

101 ◎ 浅葱地雪持笹文辻ケ花染小袖 徳川家康(駿府御分物)着用 桃山-江戸 16-17C Ｂ

102 ◎ 淡浅葱地葵紋付花重文辻ケ花染小袖 徳川家康(駿府御分物)着用 桃山-江戸 16-17C Ａ

103 ◎ 淡浅葱地葵紋付楓重文辻ケ花染小袖 徳川家康(駿府御分物)着用 桃山-江戸 16-17C Ｂ

104 水色羽二重地葵紋付丁子小紋綿入小袖 徳川家康(駿府御分物)着用 桃山-江戸 16-17C Ａ

105 ◎ 紫地葵紋付葵の葉文辻ケ花染羽織 徳川家康(駿府御分物)着用 桃山-江戸 16-17C Ｂ

106 辻ヶ花染衣服残缺帖 徳川家康(駿府御分物)着用 桃山-江戸 16-17C ☆

107 辻ケ花染衣服真綿　　十ニ領の内 徳川家康(駿府御分物)着用 桃山-江戸 16-17C

108 白平絹地袷小袖　　二十三領の内 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C Ａ

109 白羽二重地単小袖　　二十八領の内 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C Ｂ

110 花色地葵紋付霰繋小鳥小紋肩衣 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C Ａ

111 花色地葵紋付霰繋小鳥小紋長袴 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C Ａ

112 花色地葵紋付花水小紋肩衣 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C Ｂ

113 茶地葵紋付瓢丁子小紋長袴 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C Ｂ

114 納戸地葵紋付勾玉霰小紋肩衣 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C Ａ

115 萌黄地葵紋付巻貝霰小紋肩衣 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C Ｂ

116 踏皮(白革足袋)　四足の内 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C ☆

117 白麻地下帯(ふんどし) 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C

118 薄水色麻地蟹文浴衣 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C Ａ

119 薄水色麻地雪持桐文浴衣 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C Ｂ

120 薄浅葱麻地渦巻文浴衣 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C Ａ

121 薄浅葱麻地渦巻文浴衣(復元)　㈱染技連 文化財修理所製作 平成17年(2005) Ａ

122 薄水色麻地雪輪に柳橋･苅萱文浴衣 徳川家康(駿府御分物)着用 江戸 17C Ｂ

123 平成10年(1998) Ｂ

124 桑木地葵紋蒔絵湯婆 徳川家康(駿府御分物)所用 桃山-江戸 16-17C

125 蓮唐草文堆朱碁笥(銘  大明永楽年製 大明宣徳年製)・びいどろ碁石 徳川家康(駿府御分物)所用 中国･明 15C

二　東照宮御譲品･御由緒品

126 駿府ヨリ参御道具渡帳写 江戸 文政元年(1818)

127 御清御長持入記 江戸 19C

128 表御書院御影御風入之図 江戸 19C

129 江戸 寛政3年(1791)

130 御数寄屋方御道具目録 上御数寄御道具帳 江戸 19C

◎ 龍図　陳容筆・同賛 足利将軍家･織田信長･ 中国･南宋 13C

○ 虎図　伝牧谿筆　　二幅対 神龍院梵舜･徳川家康所用 中国･元-明 14-15C

◎ 布袋図　伝胡直夫筆･偃溪広聞賛　 名物 足利義満･豊臣秀吉･ 中国･南宋 13C

◎ 朝陽図･対月図　無住子筆･同賛　　名物　　三幅対 神龍院梵舜･徳川家康所用 中国･元 元貞元年(1295)

足利将軍家･織田信長･豊臣秀

吉･徳川家康所用

134 古天明釜　銘 梶　　名物 古田織部･徳川家康所用 室町 15C

徳川家康

千代姫(尾張家2代光友正室)所

136 熊毛植黒糸威具足 徳川家康着用 桃山-江戸 16-17C

137 網代軍配団扇 徳川家康所用 桃山-江戸 16-17C

138 陣太鼓 徳川家康所用 桃山-江戸 16-17C

139 紫地桐･葵紋刺繡付陣幕　　二張の内 徳川家康所用 桃山-江戸 16-17C

140 白･嘉珍小旗 徳川家康所用 桃山-江戸 16-17C

141 大四半纏 徳川家康所用 桃山-江戸 16-17C

142 菊桐葵紋散蒔絵陣中道具(刀掛･手拭掛･盃･燗鍋･重箱)　　五点 徳川家康所用 桃山-江戸 16-17C

143 金網代笠馬標 徳川家康所用 桃山-江戸 16-17C

144 黒塗桐紋鞍(伊勢駿河守貞雅作)・黒塗桐紋鐙 徳川家康所用 桃山-江戸 16-17C

145 轡　銘 天下一藤原美次 市口伊予守 徳川家康所用 桃山-江戸 16-17C

146 母衣 徳川家康所用 桃山-江戸 16-17C

147 染付樹下人物図徳利　　一対 徳川家康所用 中国･明 16-17C

薄水色麻地雪輪に柳橋･苅萱文浴衣(復元)　松木真澄氏・森大三江氏製作

東照宮御譲之御武器并御由緒有之御武器其外御道具類帳

133

131

古瀬戸肩衝茶入　銘 横田　　大名物

中国･南宋-元 13-14C90

91

染付唐草文茶碗　銘 荒木　　大名物

古芦屋姥口雹釜　　名物

唐物茶壺　銘 松花　　大名物96 ◎

93

92

135

室町 15C

東南アジア 16C

中国･元-明 14-15C

青磁香炉　銘 千鳥　　大名物

古銅砧形花生　銘 杵のをれ　　名物

中国･明 16C

室町 15C

中国･南宋-元 13-14C

真珠貝玉箱

Ａ

Ｂ132



№ 指定作品名・作者 伝来・所用者・寄贈者 時代 所蔵者 期間

火縄銃 三匁五分筒　銘 完(宍)粟鋳鍛三重張

                                慶長拾六年十月吉日 日本清堯(花押)

149 盲亀浮木図小刀柄　無銘 祐乗　　名物 徳川家康所用 室町 15C

150 無地鉄鐔　号 あけぼの　　名物 徳川家康所用 室町 15C

151 雪輪･四方剣透鉄鐔　号 残雪　　名物 徳川家康所用 室町 15C

参考 雲に三本杉図透鉄鐔 伝徳川家康所用 江戸 17C

152 松明　　二箱の内 徳川家康所用 桃山-江戸 16-17C

153 ◎ 安元御賀記　藤原定家筆 徳川家康所用 鎌倉 13C

154 居布袋図堆朱香合　　大名物 古田織部･徳川家康所用 中国･明 15C Ａ

155 古銅雨龍形筆架　　名物 徳川家康･徳川義直所用 中国･元 14C Ｂ

156 桐鳳凰蒔絵文台･硯箱 徳川家康所用 桃山-江戸 16-17C

157 蜀江錦 徳川家康所用 中国･明 15C

三　駿河御譲本と家康の教養

158 御書籍目録　　二冊 江戸 17C 蓬左文庫

159 大蔵一覧集(駿河版)　陳実著 金地院崇伝･林羅山編　　十一冊の内 徳川家康(駿河御譲本)所用 江戸 慶長20年(1615) 蓬左文庫

160 日本書紀神代巻　一条兼良編　　二冊 徳川家康(駿河御譲本)所用 江戸 慶長14年(1609) 蓬左文庫

徳川家康(駿河御譲本)所用･ 鎌倉 13C

金沢文庫旧蔵 巻一～十：慶長19年

徳川家康(駿河御譲本)所用･

金沢文庫旧蔵

163 貞永式目抄　清原宣賢編　　六冊の内 徳川家康(駿河御譲本)所用 桃山-江戸 16-17C 蓬左文庫

164 論語聴塵　清原宣賢著･清原枝賢筆　　五冊の内 徳川家康(駿河御譲本)所用 桃山 天正13年(1585) 蓬左文庫

徳川家康(駿河御譲本)所用･

金沢文庫旧蔵

徳川家康(駿河御譲本)所用･ 中国･南宋

金沢文庫旧蔵 紹興年間(1131-1162)

167 三国志伝通俗演義　羅貫中編　　六冊の内 徳川家康(駿河御譲本)所用 中国･明 万暦19年(1591) 蓬左文庫

168 古今和歌集聞書　飯尾宗祇編　　二冊 徳川家康(駿河御譲本)所用 室町 16C 蓬左文庫

169 自然斎発句　飯尾宗祇編 徳川家康(駿河御譲本)所用 室町 16C 蓬左文庫

170 徳川家康自筆 僧正遍昭集臨模 江戸 慶長15年(1610)

171 徳川家康自筆 和歌色紙｢みとりたつ｣ 桃山 天正16年(1588)頃

172 徳川家康自筆 和歌短冊｢ふしの山｣ 桃山-江戸 16-17C

173 徳川家康自筆 道中宿付 江戸 慶長17年(1612)

四　駿府御分物似寄品

174 駿府御分物ニ似寄候御品之書抜 江戸 19C
175 火縄銃 六匁筒　筒 人物面(アポロ)･唐草文象嵌 駿府御分物似寄品 東南アジア 16-17C
176 火縄銃 六匁筒　筒 マリア像･唐草文象嵌 駿府御分物似寄品 東南アジア 16-17C
177 金唐革長胴乱(早合･口薬入･セセリ入) 駿府御分物似寄品 江戸 17C
178 真鍮櫓　　二基 駿府御分物似寄品 江戸 17C

179 水牛｢南蛮｣文字入口薬入　合付属 駿府御分物似寄品 江戸 17C
180 葵紋散蒔絵螺鈿胴薬入 駿府御分物似寄品 江戸 17C
181 合 (水牛製･象牙製･銅製･木製)　　七口 駿府御分物似寄品 江戸 17C
182 人物群馬花鳥文堆朱鞍(朝鮮鞍) 駿府御分物似寄品 中国･明 16-17C
183 鉄線唐草蒔絵鉄薬研 駿府御分物似寄品 江戸 17C
184 能面 小尉　焼印｢天下一河内｣ 　朱漆花押　河内大掾家重作 駿府御分物推定品 江戸 17C Ａ

185 能面 髭小尉(相模尉) 駿府御分物似寄品 江戸 17C Ｂ

186 能面 笑尉 刻銘｢小牛作 観世大夫｣　伝小牛作 駿府御分物推定品 江戸 17C Ｂ

187 能面 猿癋見 駿府御分物似寄品 桃山 16C Ａ

188 能面 平太 刻銘｢慈雲院殿作｣　朱漆花押　伝慈雲院作 駿府御分物推定品 江戸 17C Ａ

189 能面 平太　伝徳若作 駿府御分物推定品 江戸 17C Ｂ

190 能面 檜垣女　朱漆花押 駿府御分物推定品 室町 16C Ａ

191 能面 泥眼　 焼印｢天下一河内｣　河内大掾家重作 駿府御分物似寄品 江戸 17C Ｂ

192 能面 蛙 駿府御分物推定品 江戸 17C Ｂ

193 大根巴蒔絵小鼓胴　銘 客来　大倉長右衛門(大倉流6世宣政)作 駿府御分物似寄品･徳川義直所用 桃山 16C
194 錫壺(徳川義直所用香木入)　　一対 駿府御分物似寄品･徳川義直所用 江戸 17C
195 香木 羅国　 仮銘 空蟬　蜂谷宗由(志野流19世)仮銘 駿府御分物似寄品
196 香木 古渡紫藤香　 仮銘 紅葉襲　蜂谷宗由(志野流19世)仮銘 駿府御分物似寄品
197 香木 降心香　 仮銘 降心香　　蜂谷宗由(志野流19世)仮銘 駿府御分物似寄品
198 香木 古渡沈香　真南蛮 駿府御分物似寄品
199 葵紋蒔絵碁笥　　　一対 駿府御分物似寄品 江戸 17C
200 藻に鯰図目貫　無銘 宗乗 駿府御分物推定品 室町 15-16C
201 三番叟図目貫　無銘 乗真 駿府御分物推定品 室町 16C
202 波に貝尽し図目貫　無銘 栄乗 駿府御分物推定品 江戸 17C

高麗鋏　　八挺の内 駿府御分物推定品 中国･明-清 17-18C

銀象嵌高麗鋏 象嵌銘｢万暦年造｣ 駿府御分物推定品
204 和鋏　　二挺 駿府御分物推定品 江戸 17C

侍中群要　北条貞顕写　　十巻の内◎162

鎌倉 文永11年(1274) 蓬左文庫

続日本紀　　四十巻の内161 ◎ 蓬左文庫

徳川家康所用 江戸 慶長16年(1611)148

徳川美術館
〒461-0023　名古屋市東区徳川町1017番地

TEL　052(935)6262　　FAX　052(935)6261 　HP： http://www.tokugawa-art-museum.jp

中国･明 万暦年間<1573-1620年>

◎

◎

165

166 蓬左文庫

蓬左文庫鎌倉 嘉元4年(1306)

斉民要術　賈思勰著　　二十二巻の内

太平聖恵方　王懐隠著　　五十一冊の内

203


